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徳
島
県
告
示
第
三
百
七
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

堂
浦
加
入
区



徳
島
県
告
示
第
三
百
八
号

平
成
十
六
年
五
月
二
十
七
日
に
発
生
し
た
次
の
加
入
区
の
付
保
義
務
は
、
漁
船
損
害
等
補

償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
平
成
二
十
年
五
月
二
十
六
日
限
り
消
滅
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

堂
浦
加
入
区



徳
島
県
告

示
第
三
百
九

号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地

改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の

と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯
泉

嘉
門

一
１
土
地
改
良
区
の
名
称

津
慈
土
地
改
良
区

２
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員

役
員
名

退
任
役
員
氏
名

就
任
役
員
氏
名

住
所

理
事

齋
藤
榮
一

鳴
門
市
大
麻
町
津
慈
七
〇

同
安
喜
計
雄

安
喜
計
雄

同
板
東
字
国
木
五
―
一

同
小
林
清
春

同
津
慈
一
〇
一

同
堀
北
克
実

同
板
東
字
ツ
ブ
ロ
ギ
一
七
―
一

同
細
川
政
廣

同
二
〇
―
三

同
田
中
伯
夫

同
津
慈
一
四
三
―
一

同
細
川
雅
史

同
一
四
五
―
一

同
齋
藤
良
生

同
八
六

同
藤
江
幸
一

同
二
〇

同
板
東
修
作

板
東
修
作

同
萩
原
字
山
ノ
下
一
二
九

同
原
田
明
男

同
板
東
字
八
幡
一
六

同
森

晋
治

同
字
国
木
九

同
藤
原
藤
雄

同
字
宝
蔵
二
八
―
一

同
梯

幸
雄

梯
幸
雄

同
字
北
条
二
〇

同
野
口
正
明

同
桧
字
道
ノ
南
三
二

同
細
川
禧
夫

同
津
慈
一
六
九
―
一

同
平
尾
芳
彰

同
板
東
字
市
田
三
〇
―
一

同
堀
江

清
同

字
ツ
ブ
ロ
ギ
二
五

同
林

宏
同

津
慈
一
二
〇

同
板
東
一
市

同
一
七
〇

同
小
笹
山
誠
一

板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
字
成
長
九
八
―
一
四

同
藤
江

正
鳴
門
市
大
麻
町
津
慈
七
二
―
一

同
藤
江

茂
同

七
四

同
籔
内
照
雄

同
板
東
字
牛
ノ
宮
東
七
五
―
二

同
野
口
泰
英

同
字
国
木
一
五

同
矢
野
芳
一

同
字
宝
蔵
一
九

同
吉
田
正
市

同
桧
字
六
反
田
六
二
―
一

監
事

尾
形
昭
雄

同
津
慈
一
八
四

同
細
川
勶
志

同
板
東
字
市
田
二
二
―
一

同
齋
藤
は
つ
子

同
川
崎
一
三
五



同
矢
野
敬
夫

同
板
東
字
永
井
五
二

同
近

敏
晴

同
字
市
田
一
六
―
二
・
一
七
―



一

同
濵
田
重
春

同
津
慈
一
六
六

同
梶

昭
司

同
川
崎
三
〇
七

同
安
福
増
弘

同
桧
字
山
下
四
二
―
二

二
１
土
地
改
良
区
の
名
称

海
部
西
土
地
改
良
区

２
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員

役
員
名

退
任
役
員
氏
名

就
任
役
員
氏
名

住
所

理
事

冨
田

豊
海
部
郡
海
陽
町
大
井
字
東
前
二
二

同
居

宥
同

中
山
字
北
地
二
二
―
二



同
平
岡
亮
二

平
岡
亮
二

同
芝
字
岸
ノ
上
三
一

同
北
川
喜
一

北
川
喜
一

同
野
江
字
西
ノ
内
七
―
一

同
谷
﨑
長
一

同
四
方
原
字
大
道
西
一
五
―
一

同
狹
間
成
希

同
中
山
字
狹
間
一
二
―
二

同
小
笹
武
博

同
吉
田
字
前
田
一
五
―
一

同
歌

泰
一

同
九
―
一

同
北
川
多
兵
衞

同
野
江
字
小
路
七

同
西
田

功
同

一
四
―
一
六

同
鍜
治
馬

公
同

高
園
字
馳
出
二
一
―
一

同
磯
口
幸
功

同
字
小
林
一
二
八

同
西
山
誠
志

同
奥
浦
字
町
内
一
九
一
―
一
九
～
二

二

同
角
田
太
平

同
吉
田
字
南
沢
六
〇
―
八

同
津
田

一
同

字
西
沢
七
五
―
一

同
中
川

同
中
山
字
ハ
セ
ヲ
カ
二
〇
―
三


夫

同
舟
戸
勝
美

同
字
チ
ウ
ゲ
三
三

同
岡
澤
康
生

同
野
江
字
西
ノ
内
三
九

同
石
川
裕
二

同
高
園
字
小
林
二
二

同
前
田

惠
同

一
二
五

監
事

青
山
嘉
高

同
芝
字
居
内
三
五

同
東
野
照
正

同
野
江
字
西
ノ
内
一
七

同
富
田
眞
樹

同
大
井
字
東
前
一
―
七

同
南
谷
房
彦

同
富
田
字
南
澤
一
一
一

同
板
西

修
同

中
山
字
チ
ウ
ゲ
四
〇
―
一

同
山
上

同
高
園
字
小
林
七
〇


吉



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告

す
る
と
と
も
に
、
当
該
届
出
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
二
十

年
九
月
二
十
七
日
ま
で
に
、
県
に
対
し
、
次
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

ノ
ヴ
ィ
ル
株
式
会
社

徳
島
市
沖
浜
東
三
丁
目
一
五
番
地

久
岡

克
佳

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

（
仮
称
）
ノ
ヴ
ィ
ル
大
松
店

所
在
地

徳
島
市
大
松
町
榎
原
外
六
三
―
三
ほ
か

３

変
更
し
た
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ

て
は
代
表
者
の
氏
名

変
更
前

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
ニ
ト
リ

北
海
道
札
幌
市
手
稲
区
新
発
寒
六
条
一
丁
目
五
番
八
〇
号

似
鳥

昭
雄

変
更
後

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

ノ
ヴ
ィ
ル
株
式
会
社

徳
島
市
沖
浜
東
三
丁
目
一
五
番
地

久
岡

克
佳

株
式
会
社
ニ
ト
リ

北
海
道
札
幌
市
手
稲
区
新
発
寒
六
条
一
丁
目
五
番
八
〇
号

似
鳥

昭
雄

４

変
更
し
た
年
月
日

平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日

二

届
出
年
月
日

平
成
二
十
年
五
月
十
三
日

三

届
出
の
縦
覧

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
商
工
労
働
部
地
域
経
済
課
及
び
徳
島
市
経
済
部
商
工
政
策
課

２

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
二
十
七
日
ま
で

３

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

意
見
書
の
提
出
先
及
び
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

１

意
見
書
の
提
出
先

〒
七
七
○
―
八
五
七
○

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
商
工
労
働
部
地
域
経
済
課
企
画
振
興
担
当

電
話
番
号
○
八
八
―
六
二
一
―
二
三
二
四



２

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

(一)

意
見
の
内
容

(二)

意
見
を
述
べ
る
理
由

(三)
３

そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
県
商
工
労
働
部
地
域

経
済
課
及
び
徳
島
市
経
済
部
商
工
政
策
課
に
お
い
て
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。



公

告

健
康
保
険
病
院
労
働
組
合
鳴
門
病
院
支
部
か
ら
夏
期
一
時
金
の
要
求
に
関
し
て
平
成
二
十
年
五
月
三

十
日
以
降
、
同
組
合
員
が
従
事
す
る
次
の
職
場
に
お
い
て
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で

、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
十
条
の
四
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
十
二

健
康
保
険
鳴
門
病
院
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